
      　日本の消費税に関する次の記述ア～オのうちには妥当なものが二つある。そ
れらはどれか。
ア．消費税は １９９０ 年代末に導入された。国・地方を合わせた消費税の税率は，導入当

初の５％が維持されていたが，２０１９ 年 １０ 月に標準税率が １０ ％に引き上げられると
ともに，「全ての飲食料品」については軽減税率８％が適用されることとなった。

イ．２０１３ 年度から ２０２２ 年度までの国の一般会計税収（決算額）のうちの「消費税」は
増加傾向にあり，２０２４ 年度当初予算においては，「消費税」，「所得税」，「法人税」
のうち，「消費税」は「法人税」に次いで２番目に多い。

ウ．消費税は多段階課税であり，製造業者，卸売業者，小売業者等の各取引段階の事業
者は売上げ等に係る税額から仕入れに係る税額を差し引いた額を納税する。事業者
に課される税相当額は，最終的には消費者が負担することが予定されている。

エ．複数税率制度の下において適正な課税を確保する観点から，仕入税額控除制度が改
正され，２０２３ 年 １０ 月から，適格請求書等保存方式（インボイス制度）が採用され
た。

オ．日本の消費税率（標準税率）を諸外国における付加価値税率（標準税率）と比較す
ると，デンマーク，ノルウェーなど北欧諸国よりも低く，ドイツ，フランス，イギ
リスよりも高い。

１．ア，ウ
２．ア，オ
３．イ，エ
４．イ，オ
５．ウ，エ
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次の文中のア，イに入るものがいずれも妥当なのはどれか。

ある地域の雨，曇り，晴れの確率はそれぞれ０．１，０．４，０．５である。表は，この地域
にあるコンビニの１日の天候と売上高との関係を示している。売上高の算術平均（期待
値）は 　ア　 ，分散は 　イ　 である。

ア イ
１．４０　　６１
２．４０　　８１
３．４３　　６１
４．４３　　８１
５．４６　　９１

晴れ曇り雨天候
０．５０．４０．１確率
５０４０２０売上高
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